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新型コロナウイルス感染症への対応に関する活動実績報告

（1）対応件数

学生 職員 学生 職員 学生 職員

令和3年4月 4 0 7 1 8 0
5月 5 0 9 0 8 0
6月 2 0 2 0 3 0
7月 3 0 2 0 4 1
8月 14 0 10 2 8 1
9月 1 0 1 0 1 1
10月 0 0 0 0 7 2
11月 0 0 0 0 7 1
12月 0 0 0 0 6 1

令和4年1月 69 0 52 0 36 6
2月 40 2 29 2 32 4
3月 55 2 21 0 45 2
合計 193 4 133 5 165 19

（２）活動内容

①新型コロナウイルスワクチン接種関連

・新型コロナウイルスワクチン接種後対応フローチャートの策定（令和3年7月）

・「新型コロナワクチン 打つ？打たない？」HP掲載

・ワクチンの予約・接種方法について　HP掲載

・ワクチン関連ポスター掲示

・新型コロナウイルスワクチン接種による授業・試験の欠席についての大学への配慮の働きかけ

・副反応に対するアセトアミノフェン製剤の処方（令和3年度実績：学生155件・職員85件）

②学内感染対策フローチャートの策定

・発熱・風邪症状等出現時対応フローチャート改定（令和3年12月）

・濃厚接触者対応フローチャート改定（令和4年1月）

③感染者、濃厚接触者、発熱・風邪症状等のある学生への対応

・自己健康管理表を用いた健康観察

・感染者に対する体調の確認、行動履歴の聞き取り調査、濃厚接触者への連絡、指導教員への連絡

・自宅待機期間中の相談事に対応

・登校再開時の学校医面談による健康状態確認

④消毒作業

・コロナ発生時の消毒作業（明専寮、講義室、研究室、もの作り工房、MILAiSなど）

令和3年度　戸畑地区保健センター　

PCR検査陽性者 濃厚接触者 発熱風邪症状等の相談

・生協保険、後援会食事支援（一人暮らしのみ）のご案内
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・貸出し用消毒セットを作成（本部棟、学生係、各学科事務室に設置）

⑤学内PCR検査の実施（令和3年年4月1日～令和3年3月3１日）

・工大祭関係(128件）、サークル活動関連（146件）、実習等の活動（18件）

陽性者がでた研究室等からの依頼（80件）

⑥感染予防啓発活動

・責善会リーダーシップ研修会（令和3年4月22日 ZOOM会議）

コロナ予防講習（学校医）

・工大祭実行委員への説明会（令和3年11月1日 ZOOM会議）

主にPCR検査について説明（学校医）

感染拡大の現況と保健センターにおける取組みについて説明（学校医）

⑦課外活動・各種学内行事・イベントにおける感染対策

・課外活動リスク別行動指針の策定

・遠征・対外試合・合宿等における感染対策の指導（計36団体）

・授業、入試、工大祭、生協催し、学内献血、集会等における感染対策に関する相談事への対応

⑧温度・湿度・二酸化炭素濃度一体型モニター計の配布

・教授会での説明（令和3年4月28日　ZOOM会議）

・学校医と健康支援・安全衛生推進機構安全衛生部門・環境部門が連携し、
3キャンパスあわせて多くの研究室に総計250個を配布した。

・戸畑地区安全衛生委員会での報告

感染拡大の現況と対策について説明（産業医）
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新型コロナウイルス感染症への対応に関する活動実績報告

（1）対応件数

学生 職員 学生 職員 学生 職員

令和3年4月 1 0 2 0 9 0

5月 5 0 13 0 7 1

6月 1 0 0 0 6 0

7月 1 0 2 0 8 0

8月 16 1 11 1 4 1

9月 3 0 2 1 2 3

10月 0 0 0 0 6 1

11月 0 0 0 0 3 0

12月 0 0 0 0 3 0

令和4年1月 15 2 17 3 16 3

2月 9 2 2 3 3 2

3月 24 2 23 7 0 2

合計 75 7 72 15 67 13

（２）活動内容

①新型コロナウイルスワクチン接種関連

・新型コロナウイルスワクチン職域接種の学内実施（令和3年9月・10月：2回接種1086名）

・職域接種後の学生アンケートの実施（令和3年10月：学生874名）

②感染者、濃厚接触者、発熱・風邪症状等のある学生への対応

③消毒作業

④学内PCR検査の実施

・工大祭関係、サークル活動関連、その他学校医の指示があった者

⑤感染予防啓発活動

・大型看板の増設（正門側のバス停、空中廊下下等）

・デジタルサイネージ、学部HP掲載、学内一斉メール等での啓発

⑥課外活動・各種学内行事・イベントにおける感染対策

・遠征・対外試合・合宿等における感染対策の指導

・授業、入試、工大祭、オープンキャンパス、研修会、生協催し、学内献血等における

  感染対策に関する相談対応（開催場所の巡視及び指導等も含む）

⑦学生安全衛生コーディネーター教育、認定制度の取り組み

（心身の健康、感染症対策等についての教育も含む）

⑧医師会・地域医療との連携

令和3年度　飯塚地区保健センター　

PCR検査陽性者 濃厚接触者 発熱風邪症状等の相談
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（1）対応件数

学⽣ 職員 学⽣ 職員 学⽣ 職員
令和3年4⽉ 0 0 0 0 2 0

5⽉ 1 0 1 0 1 1
6⽉ 0 0 0 0 1 0
7⽉ 1 0 2 0 3 0
8⽉ 4 0 1 0 2 1
9⽉ 1 0 0 1 0 0
10⽉ 0 0 2 2 4 0
11⽉ 0 0 0 0 3 0
12⽉ 0 0 0 0 1 1

令和4年1⽉ 2 0 2 2 3 1
2⽉ 2 1 1 1 3 1
3⽉ 1 0 0 0 0 1
合計 12 1 9 6 23 6

（２）活動内容

①新型コロナウイルスワクチン接種関連

・ワクチンの予約・接種方法について啓発

・ワクチン関連ポスター掲示

・副反応に対する相談対応、アセトアミノフェン製剤の処方

②感染者、濃厚接触者、発熱・風邪症状等のある学生への対応

・保健所等の専用相談窓口、受診できる病院の案内

・自己健康管理表を用いた健康観察

・感染者の体調の確認、行動履歴の聞き取り調査、濃厚接触者への連絡、指導教員、研究科長、事務長への連絡

・自宅待機、療養期間の過ごし方について指導

・自宅療養中における困りごとの相談対応とカウンセリングのご紹介

・学校医オンライン面談による登校再開のための健康状態確認

・生協保険、後援会食事支援（一人暮らしのみ）のご案内

③消毒作業

・コロナ発生時の消毒作業（研究室、端末室、講義室、トイレ、エレベーターなど）

・貸出し用消毒セットを作成し、必要時貸与

④学内PCR検査の実施

・大会、学会に参加する学生

・陽性者がでた研究室等からの依頼

⑤感染予防対策・啓発

・学内のサーモグラフィの管理

・学内入口の消毒薬の管理・交換

・新型コロナウイルスに関するフローチャート掲示物の周知、交換

新型コロナウイルス感染症への対応に関する活動実績報告

PCR検査陽性者 濃厚接触者 発熱・⾵邪症状等の相談

令和3年度　若松地区保健センター　
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・学内サイネージ、学内一斉メール（年末年始、緊急事態宣言発令時など）での啓発

・教授会での啓発（令和3年8月26日 学校医）

・安全衛生委員会での啓発

⑥海外から入国した留学生の対応

・⼊国前の⾃国での健康診断書、⼊国時の健康調査票、⼊国後のセルフモニタリングによる感染状況と体調の
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2021年度 カウンセリングの状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

98 69 104 133 83 104 193 189 148 115 83 101

飯塚 205 337 124 106 123 98 101 176 131 148 117 125

若松 68 26 33 22 17 17 18 25 34 29 48 29

計 371 432 261 261 223 219 312 390 313 292 248 255

計（20年度） 15 109 136 152 149 321 174 174 185 202 258 158
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カウンセラー対応件数（21年度）面談

前年度と比較しても対応件数が全体的に多くなっている。年度初めに多
く、10月以降で再び多くなるのは、コロナ禍以前のパターンに復してきて
いる。またアンケート結果等からのコンタクトも増やしている。

※対面・遠隔による相談面談の
他、メール等による連絡調整を含
む。
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2021年度 カウンセリングの状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

勉学・進路 1 7 7 5 6 4 6 1 11 3 3
心理・適応 72 56 70 78 59 71 101 102 64 83 69 71
計 73 56 77 85 64 77 105 108 65 94 72 74
飯塚
勉学・進路 1 1 1 2
心理・適応 80 129 111 92 92 78 95 107 124 105 95 97
計 80 129 111 93 93 78 96 107 124 105 97 97
若松
勉学・進路 1
心理・適応 31 23 29 17 14 12 10 16 17 19 20 17
計 31 23 29 18 14 12 10 16 17 19 20 17
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コロナ禍（20年度）より⾯接⽅法を従来の「対⾯」のみから、Zoomや電話による「遠隔」も
導⼊。また20年度から常勤2名、21年度は常勤4名となり、カウンセラー体制を強化した。
定期的に学⽣アンケートなどを実施し、カウンセラー側からコンタクトを⾏い、⾯接を⾏う
などの積極的なアプローチも展開しており、コロナ禍以前（18,19年度）に⽐べ、21年度は⾯
接回数も増加している。
相談内容は多岐に渡っているが、学部1 2年⽣については、低単位取得、留年などの学業不
振、研究室所属の4年、院⽣については研究室適応（⼈間関係）に注⽬している。いずれにし
ても要⽀援学⽣の早期把握、早期⽀援がポイントである。

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
18年度 94 133 135 124 79 96 148 143 119 138 144 95

19年度 164 168 166 205 89 123 187 144 122 116 98 72

20年度 15 109 135 150 149 319 169 158 178 193 255 154

21年度 184 208 217 196 171 167 211 231 206 218 189 188
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コロナ禍前後の⾯接数の推移
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令和３年度健康支援・安全衛生推進機構　学生総合支援室　活動報告
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学生総合支援室活動報告（2021.4.1～2022.3.31） ①対応者数

学年 相談ルート 主の相談内容
戸畑 64 1年 17 学生 34 メンタルヘルス 8 （職員へ）助言のみ 21
飯塚 52 2年 41 教員 31 学業 41 直接支援 104
若松 9 3年 18 学部事務関係 9 不登校 26 計 125
計 125 4年 22 学科事務関係 1 就職・進路 16

前期1年 7 保健C 8 経済的 4
前期2年 16 キャリアC 1 対人関係 1
後期1年 0 関係機関 0 ハラス・バイオ 2
後期2年 2 家族 39 家庭環境 1
後期3年 2 その他 2 障がい 22
研究生 0 計 125 その他 4
計 125 計 125

解決 15 病院 5 家庭訪問 2
支援中（好転） 3 事業者 0 家族 7
支援中（継続） 41 行政 2 計 9
その他 32 就労 2
計 91 計 9

学生総合支援室活動報告（2021.4.1～2022.3.31）②対応形態（延べ数）
教職員打合せ 27
学生面談 552
学生との電話 99
家庭訪問 13 回
家族面談 41 回
家族との電話 107 回
ケース会議 18 回
計 857 回

回（メール、電話以外）
回（対面：285、遠隔：267）
回

キャンパス 活動形態

2022.3月末集計

支援結果 外部連携ケース数 アウトリーチ ケース数
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R3年度　学生相談件数（３キャンパス合計） コロナ禍

合計 学業 不登校
就職・進

路
経済的 対人関係

メンタル
ヘルス

ハラスメ
ント

家庭環境 障がい その他
面談した
学生数

４月 4 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 4

５月 6 1 0 0 0 0 2 0 1 0 2 4

６月 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

７月 6 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3

８月 15 5 3 4 0 0 1 0 0 0 2 10

９月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１０月 9 3 1 4 0 1 0 0 0 0 0 4

１１月 7 1 1 1 0 1 0 0 0 0 3 3

１２月 11 2 1 1 0 3 1 0 1 0 2 7

１月 18 5 1 6 0 0 6 0 0 0 0 7

２月 20 6 1 6 0 1 6 0 0 0 0 8

３月 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 99 27 9 25 0 6 18 0 3 1 10 53

R3年度　学生相談件数（戸畑）

合計 学業 不登校
就職・進

路
経済的 対人関係

メンタル
ヘルス

ハラスメ
ント

家庭環境 障がい その他
面談した
学生数

計 55 16 1 17 0 2 14 0 0 1 4 31

R3年度　学生相談件数（飯塚）

合計 学業 不登校
就職・進

路
経済的 対人関係

メンタル
ヘルス

ハラスメ
ント

家庭環境 障がい その他
面談した
学生数

計 4 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3

R3年度　学生相談件数（若松）

合計 学業 不登校
就職・進

路
経済的 対人関係

メンタル
ヘルス

ハラスメ
ント

家庭環境 障がい その他
面談した
学生数

計 40 9 7 8 0 4 3 0 3 0 6 19

（面談内容重複あり）

（面談内容重複あり）

（面談内容重複あり）

（面談内容重複あり）

令和３年度各部局等の学生相談員への相談件数

- 22 -



学部 0 0 0 2 0 0 0 0 0 5 4 2
院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0
合計 0 0 0 2 0 0 0 0 0 7 5 2

2021合計 2

学部 0 5 9 2 0 2 1 0 2 0 34 28
院 0 1 3 1 1 5 3 0 1 0 18 15
合計 0 6 12 3 1 7 4 0 3 0 52 43

2021合計 0 52 ※内合理的
配慮 10

学部 0 4 5 4 13
院 0 1 1 1 3
合計 0 5 6 5 16

0 0.00%

2 0.04%

0 0.00%

12 0.21%

2 0.04%

21 0.37%

15 0.27%

0 0.00%

52 0.93%

（支援率） 82.69%

12

21 15

合計SLD ADHD ASD 区分不明

全学生数 5,619

0 2 0

聴覚・言語障害

肢体不自由

病弱・虚弱

重複

発達障害

精神障害

その他の障害

合計

発達疑い 16 （0.28％）

うち支援者数 43 （うち申請 10）

病弱・虚弱

重複

発達障害（診断あり）

摂食障害、
睡眠障害等

他の
精神障害

ADHD ASD
発達障害の
重複

統合失調症
等

気分障害
神経症性
障害等

言語障害
のみ

上肢機能 下肢機能 上下肢機能

視覚障害 聴覚・言語障害 肢体不自由

合計 内支援者数

視覚障害

他の機能 内部障害等
他の
慢性疾患

SLD

発達障害（診断なし）
(「過去に診断されたことがあった」「診断はないが心理検等査での特性が明らか

である」などから保健センターと学生総合支援室で総合的に判断)

精神障害
その他の
障害

盲 弱視 聾 難聴

聴覚・言語障害, 2

病弱・虚弱, 12

重複, 2

発達障害, 21
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